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隊
ニ
ン
ニ
ン
ジ
ャ
ー
シ
ョ
ー
で
は
、
あ

こ
が
れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
の
登
場
に
子
ど
も

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
「
米
俵
引
き
競
争
」

は
役
場
前
の
道
路
に
お
い
て
行
わ
れ
、

子
ど
も
・
女
性
の
部
は
約
40
㎏
、
一
般

の
部
は
約
60
㎏
の
米
俵
を
そ
り
に
乗
せ
、

優
勝
賞
品
の
新
米
と
優
勝
賞
金
を
目
指

し
全
力
で
引
っ
張
る
姿
に
、
観
客
か
ら

も
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
大
抽
選
会
と
紅
白
も
ち
ま
き

が
行
わ
れ
、
今
年
の
さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ

り
も
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
「
芸
術
作
品
」
を
展
示

　

総
合
文
化
祭
で
は
、
両
会
場
に
町
の

各
団
体
な
ど
か
ら
出
品
さ
れ
た
菊
の
花

や
盆
栽
、
創
作
物
な
ど
数
多
く
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
コ

ン
ク
ー
ル
の
入
選
作
品
や
各
学
校
な
ど

か
ら
の
書
道
・
絵
画
な
ど
の
作
品
も
あ

り
、
来
場
者
は
展
示
さ
れ
た
芸
術
作
品

を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
前
に
お
い
て
は
、

町
日
赤
奉
仕
団
や
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
や
餅
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
に
大
好
評
で
し
た
。

　

最
後
に
は
盆
栽
野
草
展
の
部
、
菊
花

展
の
部
、
老
人
作
品
展
の
部
の
３
部
門

に
お
い
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
種
即
売
や

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
大
賑
わ
い

　

浅
川
町
商
工
会
と
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石

川
浅
川
支
店
の
共
同
主
催
に
よ
る
「
花

火
の
里
あ
さ
か
わ
　

さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ

り
」
が
、
11
月
１
日
㈰
に
役
場
前
駐
車

場
に
お
い
て
、
「
浅
川
町
総
合
文
化

祭
」
が
、
10
月
31
日
㈯
と
１
日
㈰
に
中

央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
と
町
民
体
育
館
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ん
ぎ
ょ
う
ま
つ
り
の
会
場
に
は
、

麓
山
高
原
豚
を
使
用
し
た
「
あ
さ
ま
る

バ
ー
ガ
ー
」
や
新
鮮
な
野
菜
な
ど
の
各

種
即
売
所
の
ほ
か
、
「
あ
さ
か
わ
げ
ん

き
市
」
が
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
工
芸
品
な
ど
も
販

売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
ナ
ー
の

一
角
に
は
、
浅
川
町
と
親
交
の
深
い

「
岩
手
県
野
田
村
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

焼
き
ホ
タ
テ
、
活
き
ホ
タ
テ
を
は
じ
め

と
し
た
海
産
物
等
の
販
売
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
他
、
恒
例
と
な
っ
た
浅
川

産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
用
し
た

「
鮭
い
く
ら
弁
当
」
も
あ
り
、
野
田
村

の
特
産
品
は
今
年
も
大
好
評
で
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
は
、
地
雷

火
太
鼓
の
演
奏
や
麓
山
高
原
豚
使
用
豚

丼
早
食
い
大
会
、
福
島
の
魅
力
を
伝
え

る
「
福
が
満
開
ふ
く
し
ま
隊
」
の
ス

テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
手
裏
剣
戦

さんぎょうまつり
　　総合文化祭開催
さんぎょうまつり
　　総合文化祭開催
さんぎょうまつり
　　総合文化祭開催

【
盆
栽
野
草
展
の
部
】

最
優
秀
賞

・
緑
川
　

重
男
（
五
葉
松
）

・
塚
原
　

信
男
（
五
葉
松
）

・
近
藤
啓
次
郎
（
黒
松
）

・
角
田
　

弘
　

（
五
葉
松
）

【
菊
花
展
の
部
】

大
輪
の
部

・
吉
田
　

実
義

だ
る
ま
の
部

・
水
野
　

好
恵

福
助
の
部

・
水
野
　

好
恵

競
技
花
の
部
（
厚
物
）

・
藤
田 

捷
子

競
技
花
の
部
（
細
物
）

・
八
代 

正
男

【
老
人
作
品
展
の
部
】

浅
川
町
長
賞

・
水
野
　

仁
子
（
油
絵
）

福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

・
大
竹
ア
サ
子
（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）

石
川
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
賞

・
熊
谷
　

光
子
（
布
は
り
絵
）

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
長
賞

・
江
田
　

亀
　

（
ネ
ギ
）

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
県
中
地
区
長
賞

・
圓
谷
ミ
チ
ヨ
（
サ
サ
ギ
）

3　広報あさかわ　2015.12

文
化
祭
表
彰
者
（
敬
称
略
）

123

4

7

8

56

①即売所が並ぶ会場 ②地雷火太鼓
の演奏 ③初開催の豚丼早食い大会
④大勢の人が見に来たニンニン
ジャーショー　⑤ふくしま隊のス
テージ ⑥毎年恒例の米俵引き大会 
⑦壁に展示されるポスターに見入る
来場者 ⑧色鮮やかな各団体の作品 
⑨文化祭の会場となった町民体育館
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町
消
防
団
と
地
域
住
民
の
共
同
火
災

訓
練
「
平
成
27
年
度
浅
川
町
消
防
団
模

擬
火
災
訓
練
」
が
、
10
月
18
日
㈰
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
は
、
火
災
発

生
時
に
お
け
る
消
火
活
動
を
迅
速
か
つ

的
確
に
行
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
石
川
消
防
署
浅
川
分
署

（
熊
田
亮
分
署
長
）
の
協
力
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
約
240
名
が
訓
練

に
参
加
し
、
中
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
火
災
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
、
地
域
住
民
に
よ
る
通

報
訓
練
、
町
消
防
団
に
よ
る
中
継
放
水

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
よ
る
中
継
放
水
訓
練
後
は
、

地
元
住
民
を
対
象
に
し
た
水
消
火
器
、

粉
末
消
火
器
の
取
り
扱
い
訓
練
が
合
わ

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
で
は
実
際

に
消
火
器
を
使
用
し
、
消
火
器
に
よ
る

消
火
の
方
法
や
有
効
範
囲
な
ど
を
浅
川

分
署
の
方
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

取
り
扱
い
訓
練
に
参
加
し
た
方
々
は
、

い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
に
行
動
で
き
る

よ
う
、
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
閉
会
式
で
は
、
須
藤

町
長
よ
り
、
「
成
果
の
多
い
訓
練
だ
っ

た
。
今
後
、
火
の
取
り
扱
い
が
多
い
時

期
に
な
る
。
い
か
に
早
く
火
災
を
発
見

し
て
、
初
期
消
火
を
す
る
か
が
重
要
で

あ
る
。
町
の
無
火
災
に
向
か
っ
て
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。
」
と
の
講
評
及
び

訓
示
が
あ
り
、
江
田
政
之
団
長
か
ら
は
、

「
今
回
の
訓
練
を
生
か
し
、
万
が
一
火

災
が
発
生
し
た
場
合
は
一
秒
で
も
早
く

現
場
に
到
着
し
、
最
小
限
の
被
害
に
留

め
る
よ
う
努
力
し
て
ほ
し
い
。
」
と
の

訓
示
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
円
谷

忠
吉
町
議
会
議
長
ら
か
ら
も
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

火
災
予
防
啓
発
活
動

　

町
消
防
団
に
よ
る
「
秋
の
全
国
火
災

予
防
運
動
防
火
パ
レ
ー
ド
」
が
、
11
月

14
日
㈯
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
レ
ー
ド
は
、
石
川
消
防
署
浅
川
分

署
、
町
消
防
団
第
２
分
団
第
１
班
の
協

力
の
も
と
で
行
わ
れ
、
広
報
車
、
消
防

車
両
で
町
内
一
円
を
回
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
へ
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
空
気
が
非
常
に
乾
燥
し
、

火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
、
毎
年
こ

の
時
期
に
は
全
国
各
地
で
多
く
の
火
災

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
火
を
扱
う
際
に

は
十
分
注
意
を
し
、
浅
川
町
か
ら
火
災

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
消
防
団
模
擬
火
災
訓
練

町
消
防
団
模
擬
火
災
訓
練

町
消
防
団
模
擬
火
災
訓
練

水消火器による消火器の取り扱い訓練 火災発見の通報訓練

粉末消火器による消火訓練

町のわだい・できごと
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第
56
回
各
種
功
労
者
表
彰

式
が
、
11
月
３
日
㈫
に
町
保

健
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
式

で
は
、
自
治
功
労
者
、
文
化

功
労
者
な
ど
12
名
１
団
体
が

表
彰
さ
れ
、
民
生
功
労
者
、

伝
統
文
化
功
労
者
な
ど
18
名

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
多
年
に
わ

た
る
地
道
な
努
力
と
功
績
に

よ
り
、
町
政
発
展
の
た
め
に

ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
や
、
他

の
模
範
と
な
る
べ
き
功
績
が

あ
っ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

　

式
で
は
須
藤
町
長
を
は
じ

め
、
宍
戸
秀
雄
県
中
地
方
振

興
局
次
長
、
円
谷
忠
吉
町
議

会
議
長
な
ど
が
参
列
し
、
受

賞
者
の
功
績
を
称
え
ま
し
た
。

ま
た
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、

小
宅
正
一
さ
ん
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

表彰を受ける小松さん

謝辞を述べる小宅さん

町
政
発
展
の
功
労
者
を
表
彰

表
彰
状
受
賞
者

感
謝
状
受
賞
者

小
宅
　

正
一
（
里
白
石
）

故
鈴
木
國
夫
（
山
白
石
七
区
）

川
音
　

正
平
（
里
白
石
）

佐
久
間
正
作
（
染
）

東
大
畑
一
区

第
二
班
　
　

（
東
大
畑
一
区
）

寺
門
　

廣
之 

（
本
町
一
区
）

我
妻
　

孝
志
（
福
貴
作
）

川
音
　

光
広
（
染
）

岡
部
　

実
　

（
中
里
）

生
田
目
新
蔵
（
山
白
石
一
区
）

小
松
　

良
雄
（
山
白
石
四
区
）

須
藤
　

光
寿
（
山
白
石
五
区
）

矢
内
　

智
之
（
太
田
輪
）

生
田
目
隆
昭
（
山
白
石
一
区
）

渡
辺
　

悦
孝
（
荒
町
）

石
塚
　

裕
一
（
荒 

町
）

塚
原
　

陽
一
（
本
町
一
区
） 

芳
賀
　

元
樹
（
本
町
一
区
） 

小
針
　

藤
藏
（
簑
輪
）

芳
賀
　

國
男
（
大
草
）

八
代
　

榮
一
（
簑
輪
）

市
川
　

春
美
（
里
白
石
）

藤
田
　

高
広
（
里
白
石
）

薄
井
　

重
一
（
小
貫
）

金
澤
　

博
子
（
本
町
一
区
） 

蛭
田
　

裕
明
（
荒
町
）

関
根
　

彰
宏
（
本
町
一
区
）

鈴
木
　

道
明
（
簑
輪
）

藤
田
　

篤
史
（
東
大
畑
二
区
）

大
河
原
寿
一
（
白
河
市
）

生
田
目
　

忍
（
山
白
石
三
区
）
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町のわだい・できごと

　

今
年
で
２
回
目
と
な
る
「
市
町
村
対

抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
、

10
月
17
日
㈯
か
ら
相
馬
市
の
相
馬
光
陽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
、
浅
川

町
チ
ー
ム
（
迎
一
吉
監
督
）
は
２
日
目

の
18
日
㈰
に
須
賀
川
市
と
対
戦
し
ま
し

た
。

　

試
合
は
４
回
に
須
賀
川
市
に
先
制
さ

れ
、
最
終
回
に
反
撃
し
ま
し
た
が
、
惜

し
く
も
５
対
２
で
敗
れ
ま
し
た
。

　

来
年
は
上
位
入
賞
目
指
し
て
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

日
本
の
古
典
芸
能
や
文
化
を
学
ぶ
特

別
授
業
が
、
10
月
22
日
㈭
に
浅
川
小
学

校
の
５
年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
、
浅
川
民
謡
会
（
代
表
・

栢
本
幸
雄
さ
ん
）
の
皆
さ
ん
に
民
謡
の

種
類
や
使
用
す
る
楽
器
な
ど
の
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

実
際
に
民
謡
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
、

な
じ
み
の
深
い
民
謡
「
会
津
磐
梯
山
」

の
歌
唱
を
一
緒
に
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

演
奏
に
使
わ
れ
た
三
味
線
や
尺
八
、
太

鼓
、
鉦
な
ど
の
楽
器
に
も
触
れ
、
児
童

た
ち
は
民
謡
の
文
化
や
歴
史
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

浅
川
小
特
別
授
業

市
町
村
対
抗

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
域
安
全
運
動
福
島
県
民
大
会

　

第
36
回
全
国
地
域
安
全
運
動
福
島
県

民
大
会
が
、
10
月
16
日
㈮
に
二
本
松
市

民
会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
各
種
防
犯
功
労
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
浅
川
町
か
ら
は
金
成
一
郎

さ
ん
（
滝
輪
一
区
）
が
優
良
防
犯
連
絡

責
任
者
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
犯
罪
の
認
知
件
数
は
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
「
な
り
す
ま
し

詐
欺
」
を
は
じ
め
と
し
た
振
り
込
め
詐

欺
は
増
え
て
お
り
、
浅
川
町
で
も
振
り

込
め
詐
欺
の
予
兆
電
話
な
ど
が
発
生
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
の
犯
罪
も
い
つ
、

ど
こ
で
発
生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
犯
罪
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
地
域
安

全
運
動
期
間
中
に
、
各
地
区
で
防
犯
大

会
が
行
わ
れ
、
地
域
住
民
の
防
犯
意
識

の
高
揚
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

石
川
地
方
「
地
域
安
全
の
日
」
大
会

　

石
川
地
区
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
石
川

地
方
住
民
総
参
加
「
地
域
安
全
の
日
」

大
会
」
が
、
10
月
13
日
㈫
に
古
殿
町
の

女
性
若
者
等
活
動
促
進
施
設
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
石
川
地
区
５
町
村
か
ら
約

120
名
が
参
加
し
、
地
域
安
全
に
関
す
る

「
川
柳
」
や
「
俳
句
」
、
優
良
防
犯
責

任
者
な
ど
の
表
彰
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
、
防
犯
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

よ
る
講
演
や
古
殿
小
学
校
合
唱
部
、
流

鏑
馬
太
鼓
の
演
奏
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
域
安
全
運
動
で

　
　
　

防
犯
意
識
向
上

優良防犯連絡責任者で表彰された金成さん

防犯川柳の部で最優秀賞を受賞した
富永フヨさん（荒町）
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8月28日 幼児歯科健康診査でむし歯のない子

10月23日 3歳児健診でむし歯のないこ10月23日 3歳児健診でむし歯のないこ

【材料(4人分)】
里芋 ３００ｇ
えび １００ｇ
酒 大さじ３
ブロッコリー ８０ｇ

塩 少々
塩・こしょう 少々
衣（小麦粉・溶き卵・パン粉）適量
揚げ油 適量

【作り方】
①　里芋は皮ごときれいに洗い、蒸し器でやわらかくなるまで
　　約10分蒸す
②　えびは背ワタを取って殻をむいて3～4つに切り、さっと酒
　　で炒める
③　ブロッコリーは塩を加えた熱湯でさっと茹で、水分を十分
　　に切って刻む
④　①の里芋は皮をむいて粗く刻み、つぶし過ぎないように
　　ざっとつぶす
⑤　④に②③を混ぜて塩こしょうで調味して8等分する
⑥　⑤を円形にまとめ小麦粉・溶き卵・パン粉で形を整えなが
　　ら衣をまぶし170度の揚げ油できつね色にカラッと揚げる

里芋コロッケ
今月の一品

(保健センター栄養士 高野早苗さん)

　里芋やれんこん、ブロッコリーや白菜な
ど、冬が旬の食材が美味しくなる季節です。
　じっくり煮込んだり、茹でたり、揚げた
りと調理法を変えていろいろな歯ざわりや
味を楽しみたいですね。また、里芋は特有
のぬめり（ムチン）が、たんぱく質の消化
吸収を高めて胃腸の働きを活性させ、胃炎
や潰瘍の予防に役立ちます。
　仕事も遊びもフル回転のシーズンで、忘
年会やパーティーなどでのご馳走が続いた
り、夜更かししたりしがちになるこの時期
は、胃腸も疲れ気味になります。暴飲暴食
を控え、今年も元気に師走を乗り切りま
しょう。

いつまでもお元気で 祝米寿
小
林
隆
夫

栄養量（１人分）
・エネルギー ２０８kc l ・鉄分 １.１ｍｇ
・カルシウム ４３ｍｇ ・塩分相当量 ０.８ｇ

おかべ あおい ちゃん
おくむら みずき ちゃん

かわおと ゆい ちゃん

さいとう ゆづる くん

しもじゅう ななみ ちゃんおかべ あおい ちゃん
おくむら みずき ちゃん

かわおと ゆい ちゃん

さいとう ゆづる くん

しもじゅう ななみ ちゃん
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

２歳児歯科健診 ３歳児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

幼児の歯科健康診査

平成２８年１月１４日（木）

１２月１８日（金）
午後１：３０～１：４５

平成２１年１０月～１２月生
平成２２年１０月～１２月生

保健センター
午後1：１５～１：３０
保健センター

平成２５年９月～１１月生

平成２８年１月２２日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１２月１７日（木） 平成２８年１月１４日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年９月生

午前９：１５～９：３０ 午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年４月～５月生
保健センター

平成２６年１２月～平成２７年１月生

【つどいの広場・育児相談】
日程：12月８日（火）　平成２８年１月５日（火）
時間：午前９時３０分～午前１１時３０分　場所：保健センター
☆身長や体重の測定ができます。
☆自由遊びの場ですので、お気軽にご参加ください。里帰り等で
　滞在中の方も、ぜひご利用ください。
☆１月、２月は参加カードがダブルポイントになります。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２４年８月～１０月生

平成２８年１月２２日（金）

　パソコンや携帯電話で、「福島県総合医療システム」と入力すれば、休日の当番医や救急対応でき
る病院を検索できます。休日当番医等は、「仕事が休みだから」「学校が休みだから」等の理由で利
用するものではありません。夜間や休日に体調の変化や悪化があったときに受診するようにしてくだ
さい。

放射線測定器の貸し出しについて

～「福島県総合医療システム」で、休日当番医等の検索ができます～

　検診を受けて結果が届くと、ほっとしてしまい込んでいませんか。検診は受けて終わりではありま
せん。
　町の総合検診の結果通知には、過去3年間の検診結果も記載してありますので、１年ごとの結果を
よく比較して、体の変化を再確認しましょう。
　検診の結果をよく確認し、『要精密検査』『要医療』と判定された検査項目については後回しにせ
ず、『結果通知書』と『はがき』を持参のうえ、年内に医療機関を受診又は予約し、再検査等を必ず
受けてください。

　下記について、浅川町に住所を有する方に対し、年間をとおして貸し出しを実施しています。なお、貸
し出しの際には身分証明書の提示をお願いしていますので、必ずご持参ください。
電子式個人積算計　（貸出場所 保健センター　☎36－4722）
１か月間携帯し、外部被爆量を測定します。測定時間と計測値から、１時間あたり及び１年間の推計値を
算出できます。携帯電話ほどの大きさのため、お子さんの測定を実施したい場合は保護者の方が携帯する
ようになります。
サーベイメータ　　（貸出場所 住民課（役場内）　☎36－4124）
空間線量の測定ができます。食品、水、土などの線量測定はできません。貸し出し期間は１週間以内とな
ります。

総合検診の結果通知の上手な活用方法

風邪ひきや下痢の
とき、お友達にう
つる病気のときは、
お休みしてね。

9　広報あさかわ　2015.12 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

　小学5・6年生と中学生を対象にしたイラスト・標語について、選考の結果、入賞作品が決定しました。
　自分や家族、友達、ペット等、いのちがあるものすべての大切さ、尊さについての考え・思いが、とて
も伝わってきます。“命の大切さ・あたたかさ”を感じ、ともに守りあっていけるよう、いつも心がけて
いきましょう。なお、入賞作品については、広報や来年度の健康カレンダー、心の健康づくり普及啓発用
品に記載し、活用させていただく予定です。

○標語部門入賞者（敬称略）

○イラスト部門入賞者（敬称略）

中学１年生
・その命、世界に一つの宝物　　　　　　　　　篠田　礼唯倖
・優しいね　あなたの心は　温かい　　　　　　角田　萌々花
・大切にしよう　世界にたった一つだけの命　　渡辺　清花
・みんなの笑顔　それが心を温める　　　　　　高野　真依
・つなげよう　広く優しい　心の輪　　　　　　福田　優茉
中学２年生
・守り合おう　自分の命　相手の命　　　　　　今井　翼
・育てよう　みんなの絆と心の芽　　　　　　　芳賀　栞
・心から　伝わる思い　「ありがとう」　　　　近藤　さくら
・咲かせよう　みんなの優しい心の花を　　　　白坂　雛
・つなげよう　笑顔であいさつ　心の輪　　　　圓谷　夏梨
中学３年生
・助け合い　その優しさが心をつなぐ　　　　　生田目　清加
・心まで届くといいな　感謝の言葉　　　　　　目黒　涼
・あたたかい　心で伝える　ありがとう　　　　渡辺　幸乃
・心から　うれしい言葉　ありがとう　　　　　小峰　佑太
・ありがとう　心つながる　あいことば　　　　緑川　晴貴

浅川町「心のあたたかさ・命のすばらしさ」
イラスト・標語入賞作品が決定しました

里白石小学校６年
須藤　真澄さん

山白石小学校６年
鈴木　奏美さん

浅川小学校６年
大森　聖也さん

浅川小学校６年
吉田美南さん

山白石小学校６年
須藤　和さん

浅川小学校５年
佐藤　琉羽さん

里白石小学校５年
圓谷　美侑さん

山白石小学校５年
松浦　愛奈さん

里白石小学校５年
富永　晏里さん

浅川小学校５年
根本　泰成さん

ご応募いただき
ありがとう
ございました
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5月16日 幼児の歯科健康診査でむし歯なしのお友達

２歳児歯科健診 ３歳児健診

股関節脱臼検査 もぐもぐ教室 お誕生教室

幼児の歯科健康診査

平成２８年１月１４日（木）

１２月１８日（金）
午後１：３０～１：４５

平成２１年１０月～１２月生
平成２２年１０月～１２月生

保健センター
午後1：１５～１：３０
保健センター

平成２５年９月～１１月生

平成２８年１月２２日（金）日　　程
受付時間

場　　所

場　　所

日　　程
受付時間

対 象 者

対 象 者

１２月１７日（木） 平成２８年１月１４日（木）
午後１：３０～１：４５
石川町保健センター
平成２７年９月生

午前９：１５～９：３０ 午前９：１５～９：３０
保健センター

平成２７年４月～５月生
保健センター

平成２６年１２月～平成２７年１月生

【つどいの広場・育児相談】
日程：12月８日（火）　平成２８年１月５日（火）
時間：午前９時３０分～午前１１時３０分　場所：保健センター
☆身長や体重の測定ができます。
☆自由遊びの場ですので、お気軽にご参加ください。里帰り等で
　滞在中の方も、ぜひご利用ください。
☆１月、２月は参加カードがダブルポイントになります。

【乳幼児の健診・教室】●対象者には個別通知します。母子健康手帳をご持参ください。

午後０：３０～０：４５
保健センター

平成２４年８月～１０月生

平成２８年１月２２日（金）

　パソコンや携帯電話で、「福島県総合医療システム」と入力すれば、休日の当番医や救急対応でき
る病院を検索できます。休日当番医等は、「仕事が休みだから」「学校が休みだから」等の理由で利
用するものではありません。夜間や休日に体調の変化や悪化があったときに受診するようにしてくだ
さい。

放射線測定器の貸し出しについて

～「福島県総合医療システム」で、休日当番医等の検索ができます～

　検診を受けて結果が届くと、ほっとしてしまい込んでいませんか。検診は受けて終わりではありま
せん。
　町の総合検診の結果通知には、過去3年間の検診結果も記載してありますので、１年ごとの結果を
よく比較して、体の変化を再確認しましょう。
　検診の結果をよく確認し、『要精密検査』『要医療』と判定された検査項目については後回しにせ
ず、『結果通知書』と『はがき』を持参のうえ、年内に医療機関を受診又は予約し、再検査等を必ず
受けてください。

　下記について、浅川町に住所を有する方に対し、年間をとおして貸し出しを実施しています。なお、貸
し出しの際には身分証明書の提示をお願いしていますので、必ずご持参ください。
電子式個人積算計　（貸出場所 保健センター　☎36－4722）
１か月間携帯し、外部被爆量を測定します。測定時間と計測値から、１時間あたり及び１年間の推計値を
算出できます。携帯電話ほどの大きさのため、お子さんの測定を実施したい場合は保護者の方が携帯する
ようになります。
サーベイメータ　　（貸出場所 住民課（役場内）　☎36－4124）
空間線量の測定ができます。食品、水、土などの線量測定はできません。貸し出し期間は１週間以内とな
ります。

総合検診の結果通知の上手な活用方法

風邪ひきや下痢の
とき、お友達にう
つる病気のときは、
お休みしてね。

9　広報あさかわ　2015.12 【問い合わせ】　保健センター　☎３６̶４７２２

　小学5・6年生と中学生を対象にしたイラスト・標語について、選考の結果、入賞作品が決定しました。
　自分や家族、友達、ペット等、いのちがあるものすべての大切さ、尊さについての考え・思いが、とて
も伝わってきます。“命の大切さ・あたたかさ”を感じ、ともに守りあっていけるよう、いつも心がけて
いきましょう。なお、入賞作品については、広報や来年度の健康カレンダー、心の健康づくり普及啓発用
品に記載し、活用させていただく予定です。

○標語部門入賞者（敬称略）

○イラスト部門入賞者（敬称略）

中学１年生
・その命、世界に一つの宝物　　　　　　　　　篠田　礼唯倖
・優しいね　あなたの心は　温かい　　　　　　角田　萌々花
・大切にしよう　世界にたった一つだけの命　　渡辺　清花
・みんなの笑顔　それが心を温める　　　　　　高野　真依
・つなげよう　広く優しい　心の輪　　　　　　福田　優茉
中学２年生
・守り合おう　自分の命　相手の命　　　　　　今井　翼
・育てよう　みんなの絆と心の芽　　　　　　　芳賀　栞
・心から　伝わる思い　「ありがとう」　　　　近藤　さくら
・咲かせよう　みんなの優しい心の花を　　　　白坂　雛
・つなげよう　笑顔であいさつ　心の輪　　　　圓谷　夏梨
中学３年生
・助け合い　その優しさが心をつなぐ　　　　　生田目　清加
・心まで届くといいな　感謝の言葉　　　　　　目黒　涼
・あたたかい　心で伝える　ありがとう　　　　渡辺　幸乃
・心から　うれしい言葉　ありがとう　　　　　小峰　佑太
・ありがとう　心つながる　あいことば　　　　緑川　晴貴

浅川町「心のあたたかさ・命のすばらしさ」
イラスト・標語入賞作品が決定しました

里白石小学校６年
須藤　真澄さん

山白石小学校６年
鈴木　奏美さん

浅川小学校６年
大森　聖也さん

浅川小学校６年
吉田美南さん

山白石小学校６年
須藤　和さん

浅川小学校５年
佐藤　琉羽さん

里白石小学校５年
圓谷　美侑さん

山白石小学校５年
松浦　愛奈さん

里白石小学校５年
富永　晏里さん

浅川小学校５年
根本　泰成さん

ご応募いただき
ありがとう
ございました
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○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
白
河
市
中
田
140
）

　

12
月
３
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

12
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
、
解
雇
、
退
職
等
の
労
働
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
な
ど
に
つ
い

て
、
現
地
及
び
電
話
で
の
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
労
使
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
地
相
談
会
は
、
事
前
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
12
月
11
日
㈮
午

後
４
時
ま
で
）
。
な
お
、
予
約
な
し

で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
27
年
12
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

（
郡
山
市
虎
丸
町
７‐

７
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
事
前
予
約
先

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

電
話
相
談
窓
口

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

平
成
27
年
度
の
テ
ー
マ

　

「
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
」

　

平
成
27
年
11
月
20
日
か
ら
12
月
６

日
ま
で
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

1
9
8
8
年
に
世
界
保
健
機
関
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
国
際
記
念
日
で
す
。

　

現
在
で
は
、
医
療
が
飛
躍
的
に
進

歩
し
て
多
く
の
エ
イ
ズ
陽
性
者
が
病

気
を
持
ち
な
が
ら
も
働
き
、
学
び
、

生
活
し
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
、
社
会
の

中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
な
課
題
で
す
。
日
本
で

は
、
H
I
V
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者

が
合
わ
せ
て
2.4
万
件
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
県
内
の
2
0
1
4

年
の
報
告
件
数
は
５
件
で
、
前
年
の

報
告
件
数
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」

で
、
H
I
V
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
H
I
V
感
染
の
有
無
を

検
査
し
、
早
期
に
治
療
へ
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
心
配
な
場
合

は
、
ま
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
予
約
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
2
4
8-

7
5-

4
3
3
8

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

４
年
以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
、
第
１
回
が
２
月
29

日
㈪
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
㈰

ま
で
で
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送

大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

N
T
T
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に

順
次
、
新
し
い
福
島
県
版
の
電
話
帳

を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
お
届
け
の
際
に
回
収
い
た
し
ま

す
の
で
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

回
収
し
た
電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保

護
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
新

し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改
め
て
回

収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

　

原
発
事
故
に
伴
う
「
森
林
の
賠

償
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
避
難
指
示
区
域
及
び

双
葉
郡
を
除
く
福
島
県
内
一
円
が
対

象
と
な
る
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
立
木

賠
償
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
故
に
よ
り
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
出

荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
広
葉
樹
（
ナ

ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
）
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合

は
、
針
葉
樹
（
ス
ギ
、
マ
ツ
等
）
を

含
め
た
お
持
ち
の
森
林
全
て
が
算
定

対
象
に
な
り
ま
す
。

《
条
件
》

○
所
有
し
て
い
る
山
林
に
、
平
成
23

　

年
３
月
11
日
時
点
で
林
年
20
年
生

　

以
下
（
森
林
簿
で
50
年
生
以
下
と

　

な
っ
て
い
れ
ば
特
認
さ
れ
ま
す
）

　

の
広
葉
樹
、
又
は
天
然
林
が
一
筆

　

以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

該
当
す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
森

林
組
合
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
課
税
明
細
書

（
平
成
22
年
分
以
降
の
も
の
）

●
森
林
簿
交
付（
一
部
証
明
）申
請
書

●
請
求
者
情
報
に
関
す
る
同
意
書

　

用
紙
は
森
林
組
合
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。
ご
自
身
で
ご
請
求
書
を
お
取

り
寄
せ
い
た
だ
く
場
合
は
、
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
東
電
㈱
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

☎
0
1
2
0-

9
2
6-

5
9
6

（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
森
林
組

合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合

本
　
　

所
　

☎
0
2
4
7-

7
1-

0
7
5
5

石
川
事
務
所
　

☎
0
2
4
7-

2
6-

3
4
1
7

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は

　
　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

相 談

森
林
所
有
の
皆
様
へ

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

N
T
T
東
日
本
の
電
話
帳
を

　
　
　
　

発
行
い
た
し
ま
す

その他

募 集放
送
大
学
４
月
生
の
募
集
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　内閣府のコールセンターや地方公共団体、消費生活センターなどに、マイナンバー制度に便乗した不正な
勧誘や個人情報の取得を行おうとする電話、メール、手紙、訪問等に関する情報が寄せられています。
　不審な電話やメールには取り合わず、マイナンバー専用コールセンターや消費者ホットライン、警察に連
絡・相談してください。

●国の関係省庁や地方自治体を名乗る者が、マイナンバーの通知や利用、個人番号カードの交付などの手続
　きで、口座番号や口座の暗証番号、所得や資産、家族構成、年金・保険の情報などを聞いたり、お金や
　キャッシュカードを要求したりする電話や訪問
●マイナンバーの安全管理対応の困難さなどを過度に誇張した商品販売や不正な勧誘
●「なりすまし」の郵送物
　・マイナンバーは、簡易書類で各世帯に郵送されます。普通郵便でポストに入っていることはありません。
　　また、配達員が代金を請求したり、口座番号などの情報を聞いたりすることもありません
　・個人番号カードの交付申請の返信用封筒には、顔写真や個人情報を含んだ申請書をいれて、返信いただ
　　くことにしています。返信用封筒の宛先が「地方公共団体情報システム機構」であるかご確認ください。
　　また、個人番号カードの交付申請書に口座番号などを記載することはありません。

以下のようなことには注意してください!!

《マイナンバー制度全般のご相談はこちら》
　マイナンバー総合フリーダイヤル　☎0120-95-0178（平日9：30～22：00　土日祝日）
《不審な電話などを受けたらこちら》

　消費者ホットライン　☎１８８
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　総務課　☎36-4121

・マイナンバーを使う手続きは法令で定められています
・マイナンバーを使う手続きでは、身元確認書類による
　本人確認も行うため、マイナンバーだけではなりすま
　しはできません

平成28年1月から、マイナンバーの利用が始まります

学生
・アルバイトの勤務先に
・奨学金の申請時に
・勤労学生の控除手続に

従業員
・扶養控除等（異動）申告書など
　会社に提出する税務関係書類に
・健康保険や雇用保険、年金などの手続に

外国人
・中長期在留者や特別在留者などの
　外国人も税や社会保障等の手続で
　マイナンバーを使います

主婦・保護者
・パート・アルバイトの勤務先に
・出産育児一時金や育休の申請時に
・育児手当の申請時に

高齢者・障害者など
・年金給付の手続に
・福祉や介護の手続に
・災害時の支援利用時に

こんな場面であなたもマイナンバーを使います

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や個人情報の取得にご注意ください！！

ずっと
使うから
大切にね！

いやや！
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○
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
・
遺
言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る
法
律
相

談
、
震
災
に
よ
る
困
り
ご
と
相
談
等

○
開
催
日
時
及
び
場
所

　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

（
白
河
市
中
田
140
）

　

12
月
３
日
㈭

　

午
後
５
時
〜
８
時

　

須
賀
川
市
中
央
公
民
館
２
階

（
須
賀
川
市
八
幡
町
134
）

　

12
月
17
日
㈭

　

午
後
１
時
〜
４
時

※

両
地
区
に
お
い
て
相
談
日
時
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

最
寄
り
の
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

祝
祭
日
を
除
く
月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4
8-

2
3-

1
7
8
5

　

賃
金
や
労
働
時
間
な
ど
の
労
働
条

件
、
解
雇
、
退
職
等
の
労
働
に
関
す

る
困
り
ご
と
や
疑
問
な
ど
に
つ
い

て
、
現
地
及
び
電
話
で
の
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
労
使
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

現
地
相
談
会
は
、
事
前
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
（
12
月
11
日
㈮
午

後
４
時
ま
で
）
。
な
お
、
予
約
な
し

で
も
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

○
日
時

　

平
成
27
年
12
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

○
会
場

　

郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

（
郡
山
市
虎
丸
町
７‐

７
）

○
お
問
い
合
わ
せ
・
事
前
予
約
先

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

電
話
相
談
窓
口

☎
0
2
4-

5
2
1-

7
5
9
4

平
成
27
年
度
の
テ
ー
マ

　

「
だ
か
ら
、
こ
こ
か
ら
」

　

平
成
27
年
11
月
20
日
か
ら
12
月
６

日
ま
で
、
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世

界
エ
イ
ズ
デ
ー
は
、
エ
イ
ズ
の
予
防

と
患
者
・
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

1
9
8
8
年
に
世
界
保
健
機
関
に
よ

り
定
め
ら
れ
た
国
際
記
念
日
で
す
。

　

現
在
で
は
、
医
療
が
飛
躍
的
に
進

歩
し
て
多
く
の
エ
イ
ズ
陽
性
者
が
病

気
を
持
ち
な
が
ら
も
働
き
、
学
び
、

生
活
し
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
に
対
す

る
差
別
や
偏
見
を
解
消
し
、
社
会
の

中
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
重
要
な
課
題
で
す
。
日
本
で

は
、
H
I
V
感
染
者
・
エ
イ
ズ
患
者

が
合
わ
せ
て
2.4
万
件
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
福
島
県
内
の
2
0
1
4

年
の
報
告
件
数
は
５
件
で
、
前
年
の

報
告
件
数
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

保
健
所
で
は
「
匿
名
・
無
料
」

で
、
H
I
V
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
H
I
V
感
染
の
有
無
を

検
査
し
、
早
期
に
治
療
へ
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
心
配
な
場
合

は
、
ま
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
中
保
健
福
祉
事
務
所

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
予
約
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
2
4
8-

7
5-

4
3
3
8

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な

ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

○
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か

ら
学
習
す
る
選
科
履
修
生
と
し
て
入

学
で
き
ま
す
。

○
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お

持
ち
の
方
な
ら
、
入
学
試
験
は
な

く
、
全
科
履
修
生
と
し
て
入
学
で
き

４
年
以
上
在
学
し
て
、
124
単
位
を
修

得
し
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
を
取
得
で
き
ま
す
。

○
一
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た

い
方
に
は
「
放
送
大
学
エ
キ
ス
パ
ー

ト
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

出
願
期
限
は
、
第
１
回
が
２
月
29

日
㈪
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
20
日
㈰

ま
で
で
す
。
資
料
を
無
料
で
差
し
上

げ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送

大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請

求
く
だ
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
0
2
4-

9
2
1-

7
4
7
1

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ouj.ac.jp

　

N
T
T
東
日
本
で
は
、
12
月
中
に

順
次
、
新
し
い
福
島
県
版
の
電
話
帳

を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の
電
話
帳

は
、
お
届
け
の
際
に
回
収
い
た
し
ま

す
の
で
配
達
員
へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

回
収
し
た
電
話
帳
は
、
地
球
環
境
保

護
や
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
新

し
い
電
話
帳
の
原
材
料
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に
電

話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
ま
で
ご
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
、
後
日
、
改
め
て
回

収
に
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

（
平
日 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

☎
0
1
2
0-

5
0
6
3
0
9

　

原
発
事
故
に
伴
う
「
森
林
の
賠

償
」
が
は
じ
ま
り
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
避
難
指
示
区
域
及
び

双
葉
郡
を
除
く
福
島
県
内
一
円
が
対

象
と
な
る
、
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
立
木

賠
償
の
受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

　

事
故
に
よ
り
シ
イ
タ
ケ
原
木
の
出

荷
が
制
限
さ
れ
て
い
る
広
葉
樹
（
ナ

ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
）
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
条
件
を
満
た
す
場
合

は
、
針
葉
樹
（
ス
ギ
、
マ
ツ
等
）
を

含
め
た
お
持
ち
の
森
林
全
て
が
算
定

対
象
に
な
り
ま
す
。

《
条
件
》

○
所
有
し
て
い
る
山
林
に
、
平
成
23

　

年
３
月
11
日
時
点
で
林
年
20
年
生

　

以
下
（
森
林
簿
で
50
年
生
以
下
と

　

な
っ
て
い
れ
ば
特
認
さ
れ
ま
す
）

　

の
広
葉
樹
、
又
は
天
然
林
が
一
筆

　

以
上
で
あ
る
こ
と
。

　

該
当
す
る
方
は
、
次
の
書
類
を
森

林
組
合
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

●
固
定
資
産
課
税
明
細
書

（
平
成
22
年
分
以
降
の
も
の
）

●
森
林
簿
交
付（
一
部
証
明
）申
請
書

●
請
求
者
情
報
に
関
す
る
同
意
書

　

用
紙
は
森
林
組
合
事
務
所
に
あ
り

ま
す
。
ご
自
身
で
ご
請
求
書
を
お
取

り
寄
せ
い
た
だ
く
場
合
は
、
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

◎
東
電
㈱
福
島
原
子
力
補
償
相
談
室

☎
0
1
2
0-

9
2
6-

5
9
6

（
午
前
９
時
〜
午
後
９
時
）

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
は
森
林
組

合
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ふ
く
し
ま
中
央
森
林
組
合

本
　
　

所
　

☎
0
2
4
7-

7
1-

0
7
5
5

石
川
事
務
所
　

☎
0
2
4
7-

2
6-

3
4
1
7

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

12
月
１
日
は

　
　

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

相 談

森
林
所
有
の
皆
様
へ

労
働
困
り
ご
と
相
談
会

N
T
T
東
日
本
の
電
話
帳
を

　
　
　
　

発
行
い
た
し
ま
す

その他

募 集放
送
大
学
４
月
生
の
募
集
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　本人確認も行うため、マイナンバーだけではなりすま
　しはできません

平成28年1月から、マイナンバーの利用が始まります

学生
・アルバイトの勤務先に
・奨学金の申請時に
・勤労学生の控除手続に

従業員
・扶養控除等（異動）申告書など
　会社に提出する税務関係書類に
・健康保険や雇用保険、年金などの手続に

外国人
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　毎週水曜日に行われている役場の「窓口延長業務」の内容が、平成28年1月より以下のように変更され
ます。
　変更後は、住民課、税務課以外に保健福祉課、建設水道課においても一部業務を受け付けますので、来
庁時はお間違えのないようお願いします。

※上記以外の業務に関しては、延長業務時には受け付けておりません。
　不明な点は、各担当課までお問い合わせください。

【問い合わせ】　住民課　　　　　　　36-4124
税務課　　　　　　　36-4122
保健福祉課　　　　　36-4123
建設水道課（建設）　36-1184
建設水道課（水道）　36-1185

役場窓口延長業務が変更されます

証明書発行
・戸籍謄本、抄本
・除籍謄本、抄本
・住民票謄本、抄本
・印鑑登録、証明書
・戸籍記載事項証明書
・身分証明書
・戸籍の附票
各種収納
・各種証明書発行手数料
・し尿汲み取り料

証明書発行
・税関係証明書の発行各
各種収納
・町税
・税証明発行手数料
・幼稚園保育料
・奨学資金返還金
・上下水道料金
・住宅使用料
・保育所保育料
申請書等の受付
・住民課以外の各種申請
　書受付

業務なし 業務なし

住民課

住民課

税務課 保健福祉課 建設水道課

証明書発行
・戸籍謄本、抄本
・除籍謄本、抄本
・住民票謄本、抄本
・印鑑登録、証明書
・戸籍記載事項証明書
・身分証明書
・戸籍の附票
各種収納
・各種証明書発行手数料
・し尿汲み取り料

証明書発行
・税関係の証明書発行
各種収納
・町税
・税証明発行手数料
・幼稚園保育料
・奨学資金返還金
申請書等の受付
・税務課の各種申請書受
　付

各種収納
・各保育所保育料
・介護保険料
・後期高齢者医療保険料
申請書等の受付
・重度心身障害者医療費
　給付申請書
・ひとり親家庭医療費助
　成申請書
・乳幼児及び子ども医療
　助成申請書
・介護保険更新申請書
・介護保険利用者負担軽
　減事業申請書

各種収納
・上下水道料金
・住宅使用料
・公共下水道事業の受益
　者負担金及び分担金
申請書等の受付
・建設水道課の各種申請
　書受付
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　年末年始のゴミの収集等については以下のとお
りとなります。
○ごみの収集
　ステーションごみの収集は、家庭ごみ収集カレ
ンダーのとおりです。
　可燃ゴミの直接搬入については12月30日（水）
午後4時まで、年始は1月4日（月）午前9時から、
石川地方生活環境施設組合において受け付けます。
○粗大ごみの回収
　12月22日（火）までにきららクリーンセンター
に申し込みしたものについては収集に伺います。
年始は1月4日（月）午前9時から受け付けます。
○し尿くみ取り
　年内の申し込みは12月11日（金）までです。大
変混雑しますので早めに申し込みをしてください。
年始は1月4日（月）からくみ取りを行います。
　　　　【問い合わせ先】　住民課　☎36-4124

　毎年この時期は、夕暮れ時から夜間にかけて重
大事故につながる恐れのある交通事故が多発し、
高齢歩行者等が被害となる交通事故の増加が懸念
されます。
　平成27年12月10日（木）から平成28年1月7
日（木）の期間、下記のスローガンで「年末年始
の交通事故防止県民総ぐるみ運動」が行われます。
　交通安全意識を高め、交通ルールの遵守、正し
い交通マナーの実践を習慣付け、交通事故に気を
つけましょう。

○運動のスローガン
　早めから つけるライトで 消える事故
○年間スローガン
　思いやり 人も 車も 自転車も
○新年間スローガン（平成28年1月１日～）
　みんながね ルール守れば ほら笑顔

重点事項
《夕暮れ時と夜間の交通事故防止
　　　　（特に、反射材用品等の着用の推進）》
《すべての座席のシートベルトと
　　　　チャイルドシートの正しい着用の徹底》
《飲酒運転の根絶》
　　　　【問い合わせ先】　総務課　☎36-4121

年末年始のゴミの回収・
し尿汲み取りについて

年末年始の交通事故防止
県民総ぐるみ運動

国民健康保険税の
年末調整・確定申告について

議会定例会のお知らせ

　今年1月～12月の間に支払った国民健康保険税
（以下国保税）は、全額が税法上の社会保険料控
除となるため、年末調整や確定申告で申告するこ
とができます。
申告が可能な方
　加入者本人、または加入者と生計を一にしてお
り、国保税を実際に支払った方
※年金から特別徴収(年金天引き)されている国保税
については、その年金を受給している方が確定申
告を行うことにより控除を受けることができます。
控除の対象となる金額
○納付書により納めた場合
　平成27年1月1日～同12月31日の間の日付で領
収印が押された領収書の合計額
○口座振替により納めた場合
　平成27年1月1日～同12月31日の間に引き落と
しされた国保税の合計額
（口座振替により国保税を納入された世帯には、
年内に引き落としされた国保税額の通知書を1月に
送付しますのでご利用ください。）
○特別徴収(年金天引き)により納めた場合
　平成27年1月～12月の間に支払われた年金より
天引きされた国保税の合計額
（年金支払者より送付される「源泉徴収票」に記
載された金額）
　詳しくはお問い合わせください。
【問い合わせ】　国保税の賦課徴収に関すること
　　　　　　　　　　　　　税務課　☎36-4122
　　　　　　　　保険証の交付に関すること
　　　　　　　　　　　保健福祉課　☎36-4123

　平成27年第6回議会定例会を次の日程で行う予
定です。
・12月10日（木）…本会議（提案理由の説明）
・12月11日（金）…本会議（一般質問）
・12月14日（月）…本会議（議案の審議）
・12月15日（火）…予備日
　議会は傍聴することができます。傍聴の手続き
は、本会議の開かれる日に役場2階大会議室前で受
付します。受付で受付簿に住所、氏名等を記入い
ただくだけで手続きは完了です。
　本会議は、午前９時から開会します。
　不明な点は議会事務局までお問い合わせください。
　　【問い合わせ先】　議会事務局　☎36-1182
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

小室　義孝

矢吹　敏子

會田トシエ

迎　　正一

75歳

93歳

96歳

65歳

畑田

本町一区

松野入

山白石二区

女 正憲 一恵
さわ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

藤田あかり

藤島　爽

お誕生おめでとう

東大畑一区

女 誠 裕佳 本町一区

9 月10日（木）実施分
○株式会社ニッセイ 福島工場 様 11名
○浅川衣料株式会社 様 4名
○第一精機株式会社浅川工場 様 11名
○浅川町中央公民館 11名

11月11日（水）実施分
○大同信号株式会社浅川事業所 様
○大同化工株式会社 様 31名
○大同電気株式会社 様
○浅川町中央公民館 9名
ご協力ありがとうございました。

【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

　平成27年1月1日から12月31日までの期間に取り
壊しをした家屋がある場合は、必ず届け出をお願いし
ます。
○期限
　平成28年1月29日（金）
○内容
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
○手続き方法
　税務課に届出用紙がありますので、印鑑を持参のう
え手続きをしてください。届出用紙は、浅川町のホー
ムページにも掲載しています。
　すでに届出書を提出している方は、届け出る必要は
ありません。

【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健
康保険税）の口座振替推進キャンペーンを実施します。
キャンペーン期間中に申請していただいた方へは、プ
レゼントを進呈します。
・申請期間
　平成27年12月17日（木）から
　平成27年12月25日（金）まで（土日祝日も午前8
　時30分から午後5時まで受付します。）
・振替できる金融機関
　浅川町内にある金融機関の本店及び各支店
　ゆうちょ銀行
・申請先
　浅川町役場　税務課
・持参するもの
　振替する口座の通帳とその印鑑
　振替する税の納税通知書又は納付書
　詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　国民健康保険は、被保険者のみなさんの出し合った
お金で運営されています。医療費の増加は国保の財政
を圧迫し、医師の負担増加にもなり大きな問題になっ
ています。
　適正受診を心がけ、医療費のムダを減らしましょう。
○休日や夜間はよく考えてから受診しましょう。
○子供の急病で心配なとき、まずは電話相談をしま
　しょう

○かかりつけ医をもちましょう
○同じ病気での重複受診はやめましょう
○薬のもらいすぎに注意しましょう
○かかりつけ薬局を持ちましょう
○ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎36-4123

　全国各地で以下の事例による詐欺被害が相次いでお
ります。

　不審な電話がかかってきた時には、すぐに信用せず、
お住まいの市町村や警察署などにご連絡ください。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎36-4123

医療費を大切に

後期高齢者医療被保険者の皆様へ

献血ありがとうございます

取り壊し家屋の届け出について

口座振替推進キャンペーン

①官公庁職員を装い、医療費や保険料の還付が
　あると言ってATMを操作させ、現金を振り込
　ませる
②息子を装い、仕事に失敗した、会社の書類を
　無くしたなどと言って、お金を届けさせる
③銀行協会の職員を装い、通帳の番号が漏れて
　いる、危険なのでお金を積みかえた方がいい
　と言って、自宅に来た男にお金を渡させる

小児救急電話相談 ♯8000
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須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町67-1　☎0248-76-2980
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

避難訓練
（浅保・山保）

幼児の歯科健診
（保セ）
２学期終業式・
午前保育（幼稚園）

もぐもぐ教室・
心の健康相談
（保セ）

図書室時間延長
（公民館）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）

なんでも法律相談
（福セ）
クリスマス誕生会
（山保）

身体測定（浅保） ２学期終業式
（各小中学校）
お弁当の日（山保）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源 B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

図書室時間延長
（公民館）
クリスマス会
（浅保）
冬季休業
～1/7まで（山保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

つどいの広場・育
児相談・3～4か月
健診（保セ）
たんぽぽお話会
（浅保）

乳がん検診（保セ）
にこにこお話会
（山保）

乳がん検診（保セ）
身体測定（山保）

スマホ・ケータイ
安全教室（里小）

身体測定【年長】

仕事納め

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集
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第27回浅川町スポ
ーツ推進委員杯バ
レーボール大会
（町民体育館）
　ふるどのクリニック
（古殿町）
☎３２ー１１１４
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

冬季休業～1/3日
まで(浅保)
　石川中央医院
（石川町）
☎２６ー２０２４
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

広報発行日 元旦

天皇誕生日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

乳がん検診（保セ）浅中見学会【６年】
（各小学校）
祖父母発表会・
お弁当の日
（幼稚園）

振替休業日
（幼稚園）
誕生会（浅保）

つどいの広場・
 育児相談（保セ）

年末年始 事件・
事故防止街頭活動
生徒会立会演説会
（浅中）
授業参観・家庭教
育学級（里小）
クリスマス誕生会
自由参観日
（幼稚園）

みんなの音楽会
（公民館）
生活発表会
（浅保）
クリスマスおゆう
ぎ会（山保）

冬季休業～1/11
（幼稚園）

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

冬季休業～1/7
（各小中学校）
　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　あらまちクリニック 
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○ 　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○ 　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
　クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１３件
１件
２件

1 0月の1 0月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０１人
３,４０５人
３,３９６人
２,１８８世帯

（－１）
（－４）
（＋３）
（＋６）

（１１月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 1２月2５日（金）
固定資産税　　　３期
国民健康保険税　７期
介護保険料　　　７期
後期高齢保険料　５期
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◆おくやみ申し上げます◆
亡くなった方 年 齢 行政区

小室　義孝

矢吹　敏子

會田トシエ

迎　　正一

75歳

93歳

96歳

65歳

畑田

本町一区

松野入

山白石二区

女 正憲 一恵
さわ

両　親赤ちゃんの名前 性別 行 政 区

藤田あかり

藤島　爽

お誕生おめでとう

東大畑一区

女 誠 裕佳 本町一区

9 月10日（木）実施分
○株式会社ニッセイ 福島工場 様 11名
○浅川衣料株式会社 様 4名
○第一精機株式会社浅川工場 様 11名
○浅川町中央公民館 11名

11月11日（水）実施分
○大同信号株式会社浅川事業所 様
○大同化工株式会社 様 31名
○大同電気株式会社 様
○浅川町中央公民館 9名
ご協力ありがとうございました。

【問い合わせ】　住民課　☎36-4124

　平成27年1月1日から12月31日までの期間に取り
壊しをした家屋がある場合は、必ず届け出をお願いし
ます。
○期限
　平成28年1月29日（金）
○内容
　①納税義務者　②家屋の所在地
　③構造・用途・床面積
　④取り壊し（滅失）年月日
○手続き方法
　税務課に届出用紙がありますので、印鑑を持参のう
え手続きをしてください。届出用紙は、浅川町のホー
ムページにも掲載しています。
　すでに届出書を提出している方は、届け出る必要は
ありません。

【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　町税（町県民税、固定資産税、軽自動車税、国民健
康保険税）の口座振替推進キャンペーンを実施します。
キャンペーン期間中に申請していただいた方へは、プ
レゼントを進呈します。
・申請期間
　平成27年12月17日（木）から
　平成27年12月25日（金）まで（土日祝日も午前8
　時30分から午後5時まで受付します。）
・振替できる金融機関
　浅川町内にある金融機関の本店及び各支店
　ゆうちょ銀行
・申請先
　浅川町役場　税務課
・持参するもの
　振替する口座の通帳とその印鑑
　振替する税の納税通知書又は納付書
　詳しくはお問い合わせください。

【問い合わせ先】　税務課　☎36-4122

　国民健康保険は、被保険者のみなさんの出し合った
お金で運営されています。医療費の増加は国保の財政
を圧迫し、医師の負担増加にもなり大きな問題になっ
ています。
　適正受診を心がけ、医療費のムダを減らしましょう。
○休日や夜間はよく考えてから受診しましょう。
○子供の急病で心配なとき、まずは電話相談をしま
　しょう

○かかりつけ医をもちましょう
○同じ病気での重複受診はやめましょう
○薬のもらいすぎに注意しましょう
○かかりつけ薬局を持ちましょう
○ジェネリック医薬品（後発医薬品）を利用しましょう

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎36-4123

　全国各地で以下の事例による詐欺被害が相次いでお
ります。

　不審な電話がかかってきた時には、すぐに信用せず、
お住まいの市町村や警察署などにご連絡ください。

【問い合わせ先】　保健福祉課　☎36-4123

医療費を大切に

後期高齢者医療被保険者の皆様へ

献血ありがとうございます

取り壊し家屋の届け出について

口座振替推進キャンペーン

①官公庁職員を装い、医療費や保険料の還付が
　あると言ってATMを操作させ、現金を振り込
　ませる
②息子を装い、仕事に失敗した、会社の書類を
　無くしたなどと言って、お金を届けさせる
③銀行協会の職員を装い、通帳の番号が漏れて
　いる、危険なのでお金を積みかえた方がいい
　と言って、自宅に来た男にお金を渡させる

小児救急電話相談 ♯8000
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須賀川地区の在宅当番医は須賀川市保健センター内の休日夜間急病診療所で診察しています。
須賀川市諏訪町67-1　☎0248-76-2980
※在宅当番医は変更になる場合がありますので、必ず事前に電話で確認をしてください。

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

避難訓練
（浅保・山保）

幼児の歯科健診
（保セ）
２学期終業式・
午前保育（幼稚園）

もぐもぐ教室・
心の健康相談
（保セ）

図書室時間延長
（公民館）
股関節脱臼検査
（石川町保セ）

なんでも法律相談
（福セ）
クリスマス誕生会
（山保）

身体測定（浅保） ２学期終業式
（各小中学校）
お弁当の日（山保）

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

資源 B地区
不燃 A地区

資源
役場窓口延長

A地区
不燃 B地区

図書室時間延長
（公民館）
クリスマス会
（浅保）
冬季休業
～1/7まで（山保）

町防災行政無線の定時放送を併せてお聞きください

つどいの広場・育
児相談・3～4か月
健診（保セ）
たんぽぽお話会
（浅保）

乳がん検診（保セ）
にこにこお話会
（山保）

乳がん検診（保セ）
身体測定（山保）

スマホ・ケータイ
安全教室（里小）

身体測定【年長】

仕事納め

…在宅当番医　保セ…保健センター　福セ…地域福祉センター医○

資源ゴミ 不燃ゴミ
A地区

B地区 上記以外の区域

荒町、本町一区・二区、
東大畑一区・二区

※可燃：月・木曜日の週２回、全地区収集

15　広報あさかわ　2015.12

第27回浅川町スポ
ーツ推進委員杯バ
レーボール大会
（町民体育館）
　ふるどのクリニック
（古殿町）
☎３２ー１１１４
　おおひら整形
（棚倉町）
☎３３ー９４６８

医○

医○

冬季休業～1/3日
まで(浅保)
　石川中央医院
（石川町）
☎２６ー２０２４
　つちやクリニック
（塙町）
☎４３ー２２５０

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　塙厚生病院
（塙町）
☎４３ー１１４５

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　木村医院
（矢祭町）
☎４６ー３５２８

医○

医○

広報発行日 元旦

天皇誕生日

資源
役場窓口延長

B地区
不燃 A地区

乳がん検診（保セ）浅中見学会【６年】
（各小学校）
祖父母発表会・
お弁当の日
（幼稚園）

振替休業日
（幼稚園）
誕生会（浅保）

つどいの広場・
 育児相談（保セ）

年末年始 事件・
事故防止街頭活動
生徒会立会演説会
（浅中）
授業参観・家庭教
育学級（里小）
クリスマス誕生会
自由参観日
（幼稚園）

みんなの音楽会
（公民館）
生活発表会
（浅保）
クリスマスおゆう
ぎ会（山保）

冬季休業～1/11
（幼稚園）

　大竹眼科
（石川町）
☎２６ー４１１８
　車田病院
（塙町）
☎４３ー１０１９

医○

医○

冬季休業～1/7
（各小中学校）
　やまもと内科ク
リニック（石川町）
☎２６ー８３１１
　あらまちクリニック 
（棚倉町）
☎３３ー８０１８

医○

医○

　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　金澤医院
（矢祭町）
☎４６ー２３１２

医○

医○ 　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　和田医院
（棚倉町）
☎３３ー２０１２

医○

医○ 　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　東舘診療所
（矢祭町）
☎４６ー３１６５

医○

医○　ひらた中央病院
（平田村）
☎５５ー３３３３
　ふじた循環器内科
　クリニック
（棚倉町）
☎３３ー２０１３

医○

医○

日
（SUN）

月
（MON）

火
（TUE）

水
（WED）

木
（THU）

金
（FRI）

土
（SAT）

火災件数
救急出動件数
人身事故件数
刑法犯件数

０件
１３件
１件
２件

1 0月の1 0月の
人口
男
女
世帯

町の動き町の動き
６,８０１人
３,４０５人
３,３９６人
２,１８８世帯

（－１）
（－４）
（＋３）
（＋６）

（１１月１日現在） 【忘れずに納付してください。】

今月の納期 1２月2５日（金）
固定資産税　　　３期
国民健康保険税　７期
介護保険料　　　７期
後期高齢保険料　５期
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編集・発行／浅川町役場 総務課

我妻美由紀 さん（福貴作）
▶年齢は?　３９歳
▶出身は?　矢祭町
▶家族構成は?
　夫、長男、次男、三男、母
▶趣味は?　読書、運動
▶今 欲しいものは?　自分の時間
▶楽しかった思い出は?
　子供の野球の応援
▶どんなスポーツが好きですか?
　スポーツは全部好きです
▶プチ将来は？
　家族旅行
▶町の印象は？
　優しい町です
▶何か一言どうぞ
　めぐちゃん、
　よろしくお願いします!!

鈴木和巌 さん（本町一区）
▶年齢は?　３５歳
▶出身は?　浅川町
▶家族構成は?
　父、母、妻、長女、長男、次女
▶趣味は?　サッカー（観戦）、単虎、飲酒
▶今 欲しいものは?　低燃費車
▶楽しかった思い出は?
　山形でのさくらんぼ狩り
▶どんなスポーツが好きですか?
　サッカー
▶プチ将来は？
　東北１周旅行
▶町の印象は？　静かで住みよい町
▶何か一言どうぞ
　ティーチャー！
　宜しくです m(_ _)m

町民の方から町民の方へ友だちの輪を
ひろげていくコーナーです

次回は
中西龍也さん
（荒町）
の予定です

次回は
遠藤 恵さん
（染）

の予定です


